
児 童 憲 章 

 

 

（昭和２６年５月５日宣言） 

 

われらは、日本国憲法の精神にしたがい、児童に対する正しい観念を確立し、すべ

ての児童の幸福をはかるために、この憲章を定める。 

 

児童は、人として尊ばれる。 

児童は、社会の一員として重んぜられる。 

児童は、よい環境のなかで育てられる。 

 

１ すべての児童は、心身ともに、健やかにうまれ、育てられ、その生活を保障され

る。 

２ すべての児童は、家庭で、正しい愛情と知識と技術をもって育てられ、家庭に恵

まれない児童には、これにかわる環境が与えられる。 

３ すべての児童は、適当な栄養と住居と被服が与えられ、また、疾病と災害からま

もられる。 

４ すべての児童は、個性と能力に応じて教育され、社会の一員としての責任を自主

的に果たすように、みちびかれる。 

５ すべての児童は、自然を愛し、科学と芸術を尊ぶように、みちびかれ、また、道

徳的心情がつちかわれる。 

６ すべての児童は、就学のみちを確保され、また、十分に整った教育の施設を用意

される。 

７ すべての児童は、職業指導を受ける機会が与えられる。 

８ すべての児童は、その労働において、心身の発育が阻害されず、教育を受ける機

会が失われず、また、児童としての生活がさまたげられないように、十分に保護さ

れる。 

９ すべての児童は、よい遊び場と文化財を用意され、わるい環境からまもられる。 

10 すべての児童は、虐待、酷使、放任その他不当な取扱からまもられる。 

あやまちをおかした児童は、適切に保護指導される。 

11 すべての児童は、身体が不自由な場合、または精神の機能が不十分な場合に、適

切な治療と教育と保護が与えられる。 

12 すべての児童は、愛とまことによって結ばれ、よい国民として人類の平和と文化

に貢献するように、みちびかれる。 

 



児童の権利に関する条約 

 

 

 

 

「児童の権利に関する条約」は、１８歳未満のすべての人の保護と基本的人権の尊

重を促進することを目的として、１９８９年（平成元年）１１月２０日に国連総会で

全会一致で採択されたものです。 

わが国は、１９９０年（平成２年）９月２１日にこの条約に署名し、１９９４年

（平成６年）４月２２日に批准を行い、同年の５月２２日から発効しました。 

この条約の主な内容は、以下のとおりです。 

 

 

１ １８歳未満のすべての子どもを対象とします。 

２ 子どもが人種、性、出身などで差別されてはいけません。 

３ 子どもの成長のために何が最も大切かを考慮しましょう。 

４ 両親は子どもを守り、指導する責任があります。 

５ 両親の意思に反して子どもを両親から引き離してはいけません。 

６ 子どもが、自分のことについて自由に意見を述べ、自分を自由に表現し、自由に

集いを持つことが認められるべきです。しかし、そのためには、子どもも、ほかの

みんなのことをよく考え、道徳を守っていくことが必要です。 

７ 子どもは暴力や虐待（むごい扱い）といった、不当な扱いから守られるべきです。 

８ 家庭を失ったり、難民となった子どもに保護と援助が与えられるべきです。 

９ からだなどが不自由な子どもには特別の養護が与えられるべきです。 

10 子どもの健康を守るための医療サービスが与えられるべきです。 

11 子どもは教育を受けることが認められるべきです。 

12 子どもは遊びやレクリエーションを行い、文化・芸術活動に参加することが認め

られるべきです。 

13 子どもが法律に反して自由を奪われたり、正しい裁判なしに罪を犯したと認めら

れることがあってはなりません。 

14 この条約の内容を、大人にも子どもにも広く知らせなければなりません。 

 

 

（外務省発行ポスターから） 

 



札幌市子どもの最善の利益を 

実現するための権利条例 

 

 

（平成２０年１１月７日制定） 

 

すべての子どもは、未来と世界へ羽ばたく可能性に満ちた、かけがえのない存在で

す。  

日本には、平和な社会を築き、基本的人権を大切にする日本国憲法があります。さ

らに、日本は、世界の国々と、子どもの権利に関して条約を結び、誰もが生まれたと

きから権利の主体であり、あらゆる差別や不利益を受けることなく、自分らしく、豊

かに成長・発達していくことを認め、これを大切にすることを約束しています。  

子どもは、子どもが持つ権利を正しく学び、感じたこと、考えたことを自由に表明

し、自分にかかわることに参加することができます。こうした経験を通して、自分が

大切にされていることを実感し、自分と同じように、他の人も大切にしなければなら

ないことを学びます。そして、お互いの権利を尊重し合うことを身につけ、規範意識

をはぐくみます。 

大人は、子ども自身の成長・発達する力を認めるとともに、言葉や表情、しぐさか

ら、気持ちを十分に受け止め、子どもの最善の利益のために、子どもが直面すること

について、ともに考え、支えていく責任があります。  

子どもの権利を大切にすることは、子どもが自分の人生を自分で選び、自信と誇り

を持って生きていくように励ますことです。それによって子どもは、自ら考え、責任

を持って行動できる大人へと育っていきます。  

子どもは、社会の一員として尊重され、大人とともに札幌のまちづくりを担ってい

きます。子どもが参加し、子どもの視点に立ってつくられたまちは、すべての人にと

ってやさしいまちとなります。  

 私たちは、こうした考えのもと、ここに、日本国憲法及び児童の権利に関する条約

の理念に基づき、子どもの権利の保障を進めることを宣言し、この条例を制定します。 

 

 

（同条例前文から） 

 


